
まるごとまちごとハザードマップ②

実施主体：豊岡市

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：台風23号浸水標柱41本及び市内の主な公共施設（小
中学校、地区公民館等）の避難所表示板に｢地点標高｣
表示板を新たに設置

■3-1 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握
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災害を伝える取組

実施主体：国

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：台風23号メモリアル防災学習会の実施

実施主体：豊岡市実施主体：兵庫県

■3-1 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握

『防災の取組事例の発表』 『各発表への講評』

『YouTubeによる同時配信』

『YouTube配信』

・配信期間：11月11日（土）～12月11日（月）
・総視聴回数： １５９回
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防災意識の向上を目指し、その機運をさらに高めるために、住民自らの活動報告の場と
位置づけて、防災の取り組み内容を伝え、知ることで、地域の防災・減災を考える機会と
して、実施している。

活動報告には、 地域コミュニティ組織、小中学校、防災士会、ボランティアグループ
などの特徴ある取り組みを報告していただくことで、市内の防災力向上のためのきっかけ
づくりにつながっている。

コロナ禍を経て、オンラインでの視聴も可能とする学習会とすることで、より多くの方
に防災の好事例を知っていただけるように配慮している。

防災学習会の様子



災害を伝える取組

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：台風23号メモリアル写真展の実施

実施主体：豊岡市

■3-1 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握

市内事業者による
防災グッズの展示

平成16年台風23号の教訓を
伝えて、災害に備えるメモリ
アル写真展を実施。
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災害を伝える取組

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：防災ワークショップ・地域防災学習会の実施

実施主体：豊岡市

■3-1 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握

防災ワークショップを継続して実施。
地域コミュニティから区へ、区から区民へ、防
災に関する情報が浸透するよう内容と進め方を
検討して進める。

地域での防災学習を支援するため、地域の指導役の方を対象と
した、住民学習素材を「地域防災活動の手引き」として作成。

64



災害を伝える取組

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：市内全ての学校園でメモリアル防災授業の実施

実施主体：豊岡市

■3-1 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握

• 令和元年度までは、小学校の学齢（低・中・高学年）のレベルに応じたテーマを設定し、水害の防災教育教材を作成。
• 今年度（令和２年度）では、中学校を対象とした水害の防災教育教材を作成した。
• 上記に加え、コロナ禍での避難を考えることをテーマにした教材を、小・中学校版で作成した。
• 市内小中学校に対し、台風23号メモリアル授業（10月実施）に合わせて提供した。

ねらい学習のテーマ

避難できない人間の心理を理解する
テーマ①
“学ぶ力”を身に付ける

水害時の具体的な避難行動を考える
テーマ②
“考える力”を身に付ける

水害犠牲者を出さないために、中学生の
自分たちにできることを考える

テーマ③
“貢献する力”を身に付ける

【中学校版】学習のテーマ

○台風23号メモリアル防災授業を市内全ての公立幼稚園・小中学校で実施する。
防災授業では、国土交通省作成（市編集協力、写真資料集提供）の学年別教材を活用しての実施について引き続き啓発する
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簡易雨量計の配布

実施主体：豊岡市

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：H26に雨量計の配布を実施
H27以降は市ホームページ等で製作方法を公開

■3-1 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握

「簡易型雨量計」の作り方
https://www.city.toyooka.lg.jp/bosai/1019914/sonae/1000618.html
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雨量・水位情報の発信

実施主体：国

■3-2 浸水による被害の発生に係る情報の伝達 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

○「川の防災情報」 ホームページ URL：http://www.river.go.jp/index

事業概要：ホームページ「川の防災情報」による情報発信

■雨や河川水位の状況等、自治体の避難情報発令に資する情報、住民自らの避難判断に資する情報をホームページにて発信。
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雨量計の設置 実施主体：養父市

■3-2 浸水による被害の発生に係る情報の伝達 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：気象観測システムPOTEKAを設置
（小佐浄水場、奥米地浄化センター）

68

河川監視カメラ情報の発信

事業概要：ホームページより河川カメラ映像を配信

小佐浄水場

奥米地
浄化センター



県民に対する防災情報の発信

実施主体：豊岡市

■3-2 浸水による被害の発生に係る情報の伝達 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：道路アンダーパス部 冠水情報表示板の設置
(日高町浅倉地内)

朝来市：道路アンダーパス部 水深表示版の設置

豊岡市：防災行政無線

香美町：防災行政無線

新温泉町：防災行政無線、ケーブルテレビ

県・市町：「ひょうご防災ネット」による情報発信

養父市：防災行政告知システム ケーブルテレビ（自主放送番組放送）

朝来市：防災行政無線、ケーブルテレビ

冠
水
注
意

進
入
禁
止

点滅 点滅消灯

1次警報時 2次警報時通常時

【電光板表示制御】
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県民に対する防災情報の発信

実施主体：豊岡市

■3-2 浸水による被害の発生に係る情報の伝達 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

事業概要：防災行政無線

○アナログ防災行政無線に代わるデジタル防災行政無線の整備をすすめ、2020年10月には全世帯にデジタル戸別受信機を配備。

2020年１0月末に
デジタル防災行政無線放送に

切り替え
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県民に対する防災情報の発信

■3-2 浸水による被害の発生に係る情報の伝達 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：新温泉町

事業概要：防災行政無線、ケーブルテレビ
「ひょうご防災ネット」による情報発信

災害時に防災行政無線やケーブルテレビを活用し、注意喚起や
避難情報を発信している。また、ひょうご防災ネットでも同様
の配信を行い、令和４年度には町が放送した内容を再度、聞き
直すことができるようにシステムを更新し、住民に確実に情報
伝達ができるよう努めている。

・防災行政無線屋外拡声子局
設置個所数
70箇所

・ケーブルテレビ受信機
配布戸数
1,807戸

・ひょうご防災ネット
登録者数
（R6.3.31時点）
1,791人
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実施主体：朝来市

事業概要：
道路アンダーパス部 水深表示版の設置
ケーブルテレビ

・道路アンダーパス部における災害時の交通
安全対策のため、水深標示板の整備を行った。
令和３年度に市内３箇所の道路アンダーパス
部において、冠水の危険があることを示す水
深標示板の設置が完了した。

水深標示板



屋外拡声子局の設置

そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：香美町

事業概要：屋外拡声子局を設置し、風水害や津波災害時における避難誘導を強化

■3-2 浸水による被害の発生に係る情報の伝達

概 要：防災行政無線デジタル化工事により、屋外拡声子局を町内に８８基整備を実施。
防災行政のデジタル放送の本格稼働を行う。
・H25、H26実施 小代区（２３基）、村岡区（３８基）
・H30、H31実施 香住区（２７基）
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防災に関する人材の育成

■3-3 浸水による被害の軽減に関する学習 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：豊岡市

事業概要：出前講座等の実施

≪2024 年度 豊岡市政出前講座 危機管理課分メニュー 一覧≫

・地震と津波の話～いざという時のために～
・風水害の話(洪水編/土砂災害編)～いざという時のために～
・地域コミュニティや自主防災組織で何に取り組むか
・避難所運営をみんなで考えよう！〔ＨＵＧ ハ グ (避難所運営ゲーム)、クロスロードゲーム〕
・風水害時の逃げ時を考えよう ～マイ避難カードの作成について～

地域での出前講座には、女性の参加を促すよう、主催者に要請している。

中学校、高校にも出前講座を行い、若い世代への防災意識向上に努めている。

日高高校での出前講座 豊岡高校での出前講座
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防災に関する人材の育成

■3-3 浸水による被害の軽減に関する学習 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：養父市

事業概要：児童・生徒等を対象とした防災学習会等の実施

R6年度外国人向け日本語教室

中学生向け防災講座
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防災に関する人材の育成

■3-3 浸水による被害の軽減に関する学習 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：新温泉町

事業概要：出前講座等の実施

新温泉町では、小学校や地域団体に防災に関する出前講座を実施。
出前講座では、浸水エリアの場所や浸水時の注意点、日頃から備えることの大切さなどを普及・啓発。

出前講座実績
令和５年度：６回 平成30年度：２回
令和４年度：５回 平成29年度：２回
令和３年度：１回 平成28年度：１回
令和２年度：１回 平成27年度：３回
令和元年度：４回 平成26年度：５回
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実施主体：豊岡市

事業概要：
コミュニティFM局と連携した情報発信

平成28年5月23日（北但大震
災記念日）～平成29年3月28日
の間、「みんなの防災」と銘打
ち、防災ワンポイント放送を21
回にわたり、防災に特化した10
分間の番組を放送。

放送内容を5分程度に短縮した
内容を防災無線でも再放送。



防災マップの作成支援

■3-3 浸水による被害の軽減に関する学習 そなえる
減災対策

フォローアップシート：減

実施主体：豊岡市

事業概要：住民自らが作成する防災マップの作成支援

防災ワークショップや出前講座で
「マイ避難カードの作成」を体験し
てもらい、多くの区民がマイ避難カ
ードを作成する機会を設定する。

作成体験した区役員等が、区に持
ち帰り、区内でのマイ避難カード作
成につながっている。
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安全な避難経路を考えるために、出前講座で防災マップの作成支援を行った。
安全な場所に安全な経路を通って、安全なタイミングで避難するために、
逃げ時を考えるマイ避難カードの普及推進に取り組んでいる。

実施主体：新温泉町

住民自らが作成する防災
マップの作成支援を実施。
今後も地区等から要望が
あれば、随時、対応
（新温泉町）



■3-4 浸水による被害の軽減のための体制の整備 そなえる
減災対策

実施主体：豊岡市

避難施設等への案内板等の整備

フォローアップシート：減

事業概要：避難場所表示板、避難誘導表示板の設置
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■3-4 浸水による被害の軽減のための体制の整備 そなえる
減災対策

実施主体：豊岡市

津波避難ビルの震度感知式鍵ボックスの設置

フォローアップシート：減

事業概要：揺れを感知し自動で解錠する津波避難所場所用
鍵ボックスの整備

津波避難場所の施設の玄関にかぎ保管庫を設置。
かぎ保管庫は、津波が発生した場合、夜間・休日に指定津波避難場所である学校等の施設内に避難するため、

震度５弱以上の地震の揺れを感知し、自動で解錠される。
かぎ保管庫の中には施設の玄関を開ける鍵が入っており、いざというときは、かぎ保管庫内にある施設の鍵を

使用し、施設の玄関を開け、施設内へ避難ができる。

▲設置場所（港小学校玄関）
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◆かぎ保管庫設置場所（５か所）

港小学校玄関横
旧港西小学校玄関横
港中学校玄関横
(株)脇漁具製作所入口門扉壁面
竹野小学校玄関横



■3-4 浸水による被害の軽減のための体制の整備 そなえる
減災対策

実施主体：豊岡市

避難行動要援護者の避難支援者に対する公費によるボランティア保険加入促進

フォローアップシート：減

事業概要：避難行動要援護者の個別支援計画策定を推進するため、
避難支援者のボランティア保険料を市が負担する。

災害時に高齢者や障害のある方等の避難を支援するために、個別避難計画の策定を
地域にお願いしている。

地域での避難支援を支援するため、2017（平成29）年度から避難行動要援護者
を支援する方の負担を軽減し、避難の支援の際に起こる事故等に備えるため、支援者
に対するボランティア保険に加入する取組みを進める。

ボランティア保険の保険料は市が負担。
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■3-4 浸水による被害の軽減のための体制の整備 そなえる
減災対策

防災組織の結成推進・活性化

フォローアップシート：減

事業概要：防災組織の結成

実施主体：兵庫県防災士会但馬エリア
豊岡ブロック

実施主体：五荘防災クラブ

兵庫県防災士会但馬エリア豊岡ブロック 平成24年結成

五荘防災クラブ 平成28年結成

主な活動
小中学校での防災授業
地域、団体での防災学習
被災地支援
スポーツ大会でのライフサポーター活動
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